
【人口普及率 100.4％】
国内携帯電話・PHSの累計契約数が、初めて総人口

を超えて、人口普及率 100.4％となりました。
ｽﾏｰﾄﾌｫﾝの普及などで、１人２～３台、持つようになった
からでしょうが、販売競争の一方、急激な普及でﾈｯﾄ
ﾜｰｸ基盤が悲鳴を上げているのです。22年度、重大
障害１５件、小さな障害でも７４００件も発生しています。
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沼津経営塾開催日

２月９日（木）沼津市民文化センター第四会議室 PM7:00より

馬の耳
どんな良い話を聞いても、何も行動しなかった私が「馬」ではな

く「人間」である証明をする為、勉強会等で学んだことをまとめ、
この「馬の耳」を作ることにしました。お世話になっている皆様の
ために、少しでもお役に立てればと思います。

【早起き会社に倒産なし】
私の妻は、英語が大好きです。今年はTOEIC 900

点越えを目指すと意気込んでいます。本当に毎日コ
ツコツと勉強をしています。べつに特別な事をして
いるようには見えません。決して急激に英語が上手
になったわけではありません。一日一日の小さな積
み重ねの結果なのです。妻は毎日コツコツ勉強して
英語が“ペラペラ”になり、私は毎日コツコツとお
酒を呑んで“ベロベロ”になるのです。本当に大き
な差が出来ます。

そんな妻が、私が尊敬する社長の早朝勉強会に、
週一回、英語を教えに行くことになりました。
なぜ、英語を勉強する事になったのかというと、社
員旅行で海外に行った時、現地の方とちょっとでも
英語でコミュニケーションがとれたら楽しいだろう
という社長の考えからのようです。
それもすごいですけど、早朝勉強会に、社員さんが
２０名も集まるというのです。それは、もっとすご
い事ですよね！

その勉強会は朝７時からの開始ということで、妻
が私に「何時くらいに家を出たらいいのかな？」と
いうので、「６時半くらいには現地に到着したほう
がいいのでは？」と返事をすると、「その時間に誰
もいないと困るから、いちおう確認をしてみる」と
言って、社長に連絡をとっていました。
すると、その社長は「あぁ～私は、朝５時には会社
にいるから大丈夫だよっ」と言ったというのです！

“早起き会社に倒産なし”って、後藤先生もおっ
しゃっていましたが、さすが、私の尊敬する社長で
す。ちゃんと実践されているのですね。
それにしても朝５時ですよ！ 早すぎねぇ～（笑）
もしかしたら、よっぽど自宅に居たくない理由があ
るのかなぁ～？（笑²）

｢赤字は悪や！」の後藤先生のお話を聞いたあと、
杉井先生に会社の数字の事、資金繰りの事を色々と
聞かせて頂きましたが、杉井先生も、「会社の数字
は朝早く会社に行って見るものだ！」とおっしゃっ
ていました。そうする事で、その日の優先順位が変
わったり、やるべき事が明確になると言うのです。

やっぱり、“早起き会社”には、余裕も生まれ、
良い仕事も出来るのかもしれませんねっ。
早起きは三文の得？徳？ 私も朝を大切にします。

【赤字は悪や！】
１月１５日にグランシップで行われた静岡経営塾

の賀詞交換会では、滋賀ダイハツ販売グループオー
ナー、㈱ゴトウ経営の後藤昌幸社長の講演会が開か
れました。後藤社長は、７８歳の年齢とは思えない
スッとした姿勢で、パワフルに熱く、伸びる会社の
作り方を話して下さいました。

後藤社長の講演は、以前にもお聞きした事がある
のですが、今回のお話は内容がより具体的で、前回
以上に“ガツン”ときました。
特に“ガツン”と来たのは、「赤字は悪！」である
ことと、「利益に対する執着」です。

もちろん、普段の経営塾でも、“耳がすっぱくな
る”くらい（汗）、杉井先生から聞いていることで
すが、宇宙をさまよっていた“はやぶさ”と地球の
通信がつながった時のように、当日、ようやく動き
出した自分のアンテナの向きと、後藤先生のお話が
一致したのです。なかなか反応しなかった私の中の
何かが動き出しました。

「赤字は悪や！」と聞きけば、その通りですし、
どんな経営者でも、自分の会社を赤字にはしたくな
いでしょう。しかし、日本の企業の約７割が赤字企
業であるとか、世の中の景気が低迷しているという
ニュースなどを耳にすると、「こんな時代だから赤
字でも仕方ない」 「一生懸命やって、赤字だった
らしょうがない」などと、心のどこかで、思ってし
まったりしませんか？ 正直なところ、私はちょっ
と思っていたかもしれません。（汗）
経営者がこんなでは、立派な会社になる訳がありま
せんね。しかも、長いこと赤字が続くと、赤字に対
する危機感も薄れてしまいます。

もちろん後藤社長はそんな事を許すわけありませ
ん。「赤字は悪や！」「赤字は死や！」といい続け
ているのですから･･･
要は、社長が赤字を認めるか、認めないかで勝負が
決まるというのです。「赤字はただの１ヶ月も認め
ない。絶対に赤字は許さない。」と社長が決める事
が、大切ですね！

私は早速、毎月の利益計画を作成し、会社全体で
見えるようにしました。そして、その月が黒字にな
るのには、あといくらかが目に見えるようにしたの
です。絶対に赤字にしませんよ！（あれ？これ、今
更言うことではなかったでしょうか？ 恥）
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